
組
　

癬
難
論

餌
叢

號 凶 夢 巻 七 十 節
行 腰 日 一 月+無 二+正 大

弧
爾

…叢

凋

身

概

論

:

…

:

・
:

・
注
學
博
士

耐
茜
卿
耐
會
改
造

哲
學

及
び
連
帯

思
想

…

文
學
博
士

植
民

地

の
経

濟
政
策

に
就
き

て

:

:

・
注
學
博
士

海

運
に
於
け
ろ
競

争
と
濁
占

と

の
分
界

…

渋

墨

士

時

臨
調

震

災

経

済

槻

・
:

…

:

…

注
學
博
士

時

局
緊
急

の
脛

濟
關
係
諸

勅
令

・
・
:

法
學
博
士

閲読

苑

安
政

の
震
災

と
救
済
策

・

勢
働

生
産
力

と
勢

賃

:

財

部

静

治

米

田
庄
太
郎

山
本
美

越
乃

小

島
昌

太
郎

河

田

嗣

郎

憩

戸

正

雄

・
法

學

士

本

庄

榮

治

郎

:

縄
濟
學
士

森

耕

二

郎

雑

録

原

始
的
土
地

所
有
樺

の

一
例

:

:

・
法
學
博
士

兌
換
券

と
物
偵

指
敷

と

の
關

係

:

:

・
纒
濟
學
士

戦

後

猫
逸

の
大

學

生
歎

・
・
・
・
・
…

経
済
學
士

河

上

肇

蜷

川

虎

三

岡

崎

丈

規



大

大

都

一

市大

ピ
.

戦
後
濁
逸
の
大
學
生
…歎

日

岡

崎

衣

現

今

の
経
済
組
織

の
下
に
あ
っ
て
は
、
已
む
を
得
な

い

事
ε
は
吉
ひ
乍
ら
、
大
畢
生
ま
で
が
、
塒
の
景
氣

に
左

右
せ
ら
れ
て
、
専
攻
の
學
科
を
撰
定
す
る
ほ
こ
氣

の
毒

な
も
の
は
な
い
。
か
う
し
た
痛
ま
し
い
現
象
は
戦
後
の

濁
逸

に
於

て
殊

に
著
し
い
。
試
み
に
各
學
科
別
人
畢
生

藪
を
左

に
掲
げ
る
。

各

學

科

別

大

畢

生

敷

學

莞
五

畢

竟.

學 學

薩円

巽 奢

學

一夏

九期

期

華

年

冬

學

年

學

年

四

牟

】
九
二
〇
年
-
二

一
年

一
九
二

】
年
-

二
三
年

四
九
四
一

一
、
「[莞
.

一
、
A
三

次

0

<
<
九

二
三
顰

面
く

三

9
八薯

・
玉

響
一
δ

湘
三

四
、
】丈

六
、
九
六
温

四
.八
全

二
量

一
、
晃

二

ぜ
、
　工
2

一
、
…二四
コ
.

新

九冬

二期

1學

三年

九
一石

{
、皇

国
、
三

1

.

七窒

一
、苑
　

一
、
　亘

】
九

皿
四
年

1

一
〇

Q

一
九

二
一
…午

=

一三
年

.

至宝亘

一三

…
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、

、

雑
・
鍮
.
.
戦
後
獅
逸
の
大
星
一生
数
、

す

れ
ば
、
膿
學
科
或
ほ
醤
學
科
を
新
規

に
志
願
す

る
畢

生
の
減
少
牽
が

一
層
甚
し
い
の
で
め
る
。
哲
學
科
の
畢

生
も
減
少
は
し
て
み
る
が
、

こ
れ
程
の
著
し
い
現
象
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
等
ざ
反
封
に
、
非
常

に
増

加
を
來

た
し
て
み
る
の
は
法
律
學
科
及
び
経
濟
學
科

の
學
生
数

で
あ
る
。
こ
れ
は

ベ
ル
リ
ン
大
里

に
於
て
は
、

一
九

一

四
年
に
較

べ
て
實
に
七
倍
の
増
加
を
示
し
て
み
る
。
こ

れ
ご
似
た
増
加
の
現
象
は
工
業
専
門
學
校
に
於
て
も
見

る
事
が
出
水
る
。

斯
く
の
如
く
志
願
者
鍛
が
學
科

に
よ

っ
て
人
な
る
異

同

の
あ
る
原
因
の
一
つ
は
、
研
究

の
飴
暇
に
内
職
を
な

し
得
る
や
否
や
に
在
る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
到
底
、
内

職
を
す
る
鍛
裕
の
な

い
書
科

に
あ

っ
て
は
畢
生
数
が
減

少
し
て
み
る
が
妬
き
、
.叉
、
こ
れ
ε
反
謝

に
、
内
職
が

自
由
で
あ
る
経
済
學
科
及
び
法
律
學
科
に
あ

っ
て
は
畢

生
敷
が
増
加
を
示
し
で
る
る
が
和
ぎ
そ
れ
で
.あ
る
。
も

う

↓
っ
の
理
由
は
學
科
そ
の
も
の

＼
性
質

に
之
を
求

め

る
こ
ご
が
出
来
よ
う
。
も

つ
芭
詳
し
く
言

へ
ば
、
實
際

ヘ

ヤ

生
活

が
よ
b
多

く
需
要

し
て
み
る
學
科

が
繁
盛

し
て

、

を
れ

ど
反
勤

に
、
飴
り
.役

に
立
ち
相
も
な

い
學
科

が
衰

"

第

†
七
巻

(第
四
號

一
四
六
)

五
九
八
.
.

檄

す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
め
る
。
例

へ
ば
神
里
科
に
於

げ

る
最
近
の
畢
生
敷
を
戦
前

の
そ
れ
に
比
較
す

る
ご
、、

琶
在
畢
生
藪

に
於
て
四
〇
%
内
外
、
新
入
畢
生
藪
に
於

.

て
は
實

に
六
〇
%
内
外
の
激
減
を
示
し
て
邑み

る

が

如

き
、
嵩
た
之
ε
反
鉗

に
、
最
近
の
経
済
學
科
畢
生
藪
は

戦
前

の
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
蕾
在
學
生
藪
に
於
て
⊥
ハ

O
O
%
、
新
入
學
生
敷
に
於
て
四
〇
〇
%
の
増
加
を
示

せ
る
が
如
き
、
或
は
機
械
工
學
に
至

っ
て
は
其
の
敷
實

に
八
○
○
%
の
激
増
を
來
π
し
て
み
る
が
如
き
、
何
れ

も
そ
の
邊

の
消
息
を
明
ら
か
に
語

っ
て
み
る
も
の
ご
吉

は
な
け
.れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
外

に
、
學
科
刑
に
よ
る
外
國
留
學
盤
敷
が
揚
げ

ら
れ
て
居

た
が
、
そ
の
清
長
は
凋
逸
の
學
生
間
に
於
け

る
そ
れ
こ
は
自

か
ら
其
の
性
質
を
異
に
し
て
み
る
の
で
.

あ
る
か
ら
、
私
は
之
に
就

い
て
は
何
も
説
明
し
な
い
で

榿
く
。

…

ζ
尾

.

.


